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はじ
め
に
『
顕
密
書
籍
目
録
』
は
、
臨
江
山
地
蔵
寺
（
徳
島
県
阿
南
市
津
乃
峰
町
西
分
）
の
所
蔵
す
る
江
戸
時
代
の
写
本
で
あ
る（
注
１
）
。
縦
二
三
・
六
糎
、
横
一
七
・
四
糎
、
全
２０
丁
の
仮
綴
装
の
一
冊
本
で
あ
り
、
共
紙
表
紙
に
墨
書
で
外
題
『
顕
密
書
籍
目
録
全
』
の
ほ
か
、「
沙
門
／
実
道
之
」
と
い
う
所
持
者
名
が
記
さ
れ
、
一
頁
一
〇
行
の
墨
界
線
が
施
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
は
内
題
・
尾
題
は
な
い
。
１５
丁
ウ
ラ
に
は
「
延
享
元
甲
子
暦
冬
十
二
月
二
日
於
阿
国
城
南
臨
江
山
地
蔵
寺
／
会
下
改
焉
了
密
乗
沙
門
実
道
」
と
墨
書
さ
れ
、「
実
道
」
の
下
に
「
実
／
道
」
の
朱
方
印
（
陰
刻
）
が
あ
る
。
ま
た
、
１６
丁
オ
モ
テ
に
は
「
宝
暦
二
申
天
二
月
廿
八
日
阿
国
城
南
答
島
地
蔵
寺
会
下
／
密
乗
沙
門
入
□
堂
覚
幢
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
墨
書
と
本
文
の
筆
跡
か
ら
、
１
丁
か
ら
１４
丁
ま
で
の
前
半
部
分
を
実
道
が
書
写
し
、
１７
丁
か
ら
２０
丁
ま
で
の
後
半
部
分
を
覚
幢
が
書
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
『
顕
密
書
籍
目
録
』
は
、
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
十
二
月
に
実
道
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
、
所
持
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
、
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
の
実
道
遷
化
以
後
、
覚
幢
の
所
持
本
と
な
り
、
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）
年
二
月
に
は
後
半
部
分
の
書
写
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る（
注
２
）
。
こ
の
『
顕
密
書
籍
目
録
』
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
に
書
写
（
編
集
）
さ
れ
た
目
録
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
延
享
元
年
・
宝
暦
二
年
当
時
の
地
蔵
寺
所
蔵
文
献
に
つ
い
て
、
そ
の
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
十
八
世
紀
半
ば
の
地
蔵
寺
所
蔵
文
献
の
様
子
を
知
る
手
が
か
り
と
な
り
、
地
蔵
寺
所
蔵
文
献
の
形
成
史
を
探
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
と
な
る
。
あ
る
い
は
、
実
道
・
覚
幢
と
い
う
個
人
の
所
持
す
る
文
献
を
著
録
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
僧
侶
個
人
の
学
習
史
を
研
究
す
る
う
え
で
、
学
習
の
総
体
を
俯
瞰
す
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
本
稿
で
は
、『
顕
密
書
籍
目
録
』
に
著
録
さ
れ
た
文
献
を
、
実
道
書
写
部
分
と
覚
幢
書
写
部
分
と
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
地
蔵
寺
に
現
蔵
さ
れ
る
文
献
と
対
照
し
、
著
録
さ
れ
た
文
献
が
、
誰
に
よ
っ
て
収
集
・
書
写
・
所
持
さ
れ
て
い
た
の
か
を
調
査
す
る
。
そ
の
作
業
を
と
お
し
て
、
『
顕
密
書
籍
目
録
』
の
書
写
（
編
集
）
の
意
図
を
探
る
。
一
実
道
書
写
部
分
の
考
察

全
体
の
構
成
と
著
録
点
数
お
よ
び
現
蔵
本
と
の
対
応
『
顕
密
書
籍
目
録
』（
以
下
『
目
録
』
と
略
称
す
る
こ
と
が
あ
る
）
の
前
半
部
分
（
実
道
書
写
部
分
）
は
、「
真
言
部
」「
華
厳
部
」「
天
台
部
」「
倶
舎
部
」「
儒
書
部
」「
雑
書
部
」「
写
本
部
」「
三
論
部
」「
法
相
部
」
の
九
部
に
分
類
し
て
文
献
名
と
冊
（
帖
・
巻
）
数
が
記
さ
れ
る
。
各
部
の
書
き
出
し
は
、
丁
の
オ
モ
テ
一
行
目
か
ら
で
あ
り
、
ウ
ラ
か
ら
書
き
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。「
写
本
部
」
の
「
護
身
法
口
訣
」（
１０
ウ
７
上
）
に
は
小
字
で
「
已
下
自
隆
山
受
之
」
と
記
さ
れ
、「
御
景
図
」（
１１
ウ
１
上
）
に
は
「
已
上
従
隆
山
受
之
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
文
献
の
間
に
著
録
さ
れ
る
二
九
点
の
文
献
は
、
実
道
が
隆
山
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
著
録
さ
れ
た
文
献
は
、
地
蔵
寺
に
現
蔵
さ
れ
る
の
か
、
現
蔵
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
文
献
鳴門教育大学研究紀要
第２７巻 ２０１２
臨
江
山
地
蔵
寺
蔵
『
顕
密
書
籍
目
録
』
に
つ
い
て
原
卓
志
（
キ
ー
ワ
ー
ド：
顕
密
書
籍
目
録
、
臨
江
山
地
蔵
寺
、
実
道
、
覚
幢
、
観
林
）
―１９９―
に
当
た
る
の
か
。
そ
れ
を
特
定
す
る
た
め
に
、
ま
ず
書
名
（
異
称
・
略
称
を
含
め
る
）
の
合
致
す
る
文
献
を
選
び
出
し
、
著
録
さ
れ
た
文
献
に
当
た
る
可
能
性
が
あ
る
現
蔵
本
を
選
び
出
す
作
業
を
行
っ
た
。
そ
の
場
合
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
例
は
、
著
録
さ
れ
た
文
献
に
当
た
ら
な
い
も
の
と
し
て
除
外
し
た
。
以
下
、
用
例
を
掲
げ
る
に
あ
た
っ
て
、『
顕
密
書
籍
目
録
』を【
目
録
】、
地
蔵
寺
現
蔵
本
を
【
現
蔵
】
と
表
す
。
ま
た
、『
目
録
』
に
著
録
さ
れ
た
文
献
の
通
し
番
号
を
【
目
録
】
下
に
付
し
、
著
録
文
献
と
冊
（
帖
・
巻
）
数
を
掲
げ
た
後
に
、『
目
録
』
内
の
所
在
を
（
）
内
に
示
す
。【
現
蔵
】
文
献
に
は
、
文
献
名
と
冊
（
帖
・
巻
）
数
を
掲
げ
、（
）
内
に
現
在
の
整
理
番
号
を
付
す
。
１
【
目
録
】
７０
声
明
集
并
御
影
供
表
白
一
（
真
言
部
２
ウ
）
【
現
蔵
】
『
声
明
集
』
１
帖
（
１６
棚
１
）
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
板
〈
刊
記
〉
右
一
帖
雖
世
有
多
印
版
任
／
懐
宝
便
宜
以
進
流
先
徳
之
／
五
音
声
譜
令
改
刻
而
已
／
文
化
六
己
巳
歳
初
秋
／
金
剛
峯
寺
遍
照
光
院
蔵
板
〈
墨
書
〉「
進
流
／
懐
宝
」（
附
箋
貼
付
・
見
返
）
「
東
福
寺
／
等
如
」（
見
返
）
「
等
如
」（
附
箋
貼
付
・
後
見
返
）
２
【
目
録
】
１９１
檜
尾
御
口
訣
一
（
写
本
部
９
オ
）
【
現
蔵
】
『
檜
尾
御
口
決
』
１
冊
（
２０
棚
３５
）
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
写
〈
奥
書
〉
貞
享
二
年
五
月
廿
四
日
於
大
内
山
仁
和
寺
以
御
本
書
写
了
／
広
沢
末
資
法
印
覚
音
正
徳
二
年
六
月
日
以
右
御
本
書
写
畢
寂
翁
正
徳
第
三
癸
巳
南
嶺
於
慈
眼
院
書
写
功
畢
不
顧
刀
／
之
混
淆
後
覧
可
預
合
者
也
相
陽
柳
島
山
沙
門
了
辨
享
保
六
龍
飛
辛
丑
二
月
廿
三
日
以
補
陀
洛
院
義
剛
合
之
御
本
／
而
讐
之
点
付
訖
雖
然
間
々
有
不
審
訂
正
俊
後
君
了
辨
享
保
八
癸
卯
載
初
秋
四
日
於
南
嶽
成
福
院
会
下
以
右
正
本
／
拝
写
之
了
体
如
享
保
十
乙
巳
星
初
秋
十
八
日
以
右
体
如
阿
闍
梨
之
本
拝
繕
之
／
訖
阿
陽
城
南
金
剛
乗
子
慧
輪
寂
照
天
明
六
丙
午
載
春
三
月
廿
四
日
以
右
寂
照
大
和
上
之
御
本
／
拝
書
之
了
阿
陽
城
南
臨
江
山
智
翁
３
【
目
録
】
３４
大
日
経
疏
文
次
第
一
（
真
言
部
１
ウ
）
【
現
蔵
】
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
文
次
第
』
１
冊
（
５
棚
３２
）
江
戸
時
代
板
〈
墨
書
〉「
隆
皎
」（
表
紙
）
「
阿
陽
小
松
島
於
地
蔵
寺
高
野
山
真
別
所
／
密
乗
大
和
尚
奥
疏
講
伝
受
之
砌
求
之
者
矣
／
文
化
六
己
巳
二
月
廿
八
日
入
壇
阿
闍
梨
隆
皎
」（
後
見
返
）
４
【
目
録
】
１０２
集
註
増
暉
記
七
（
天
台
部
４
オ
）
【
現
蔵
】
『
四
教
儀
集
註
増
輝
記
』
７
冊
（
１
棚
２０
、
１６
棚
２５
、
２０
棚
４０
、
２５
棚
６
）正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
板
〈
刊
記
〉
正
徳
第
二
壬
辰
歳
杪
秋
月
穀
旦
／
皇
図
鞏
固
／
仏
日
増
輝
／
聚
文
堂
尹
弘
／
出
雲
寺
元
丘
／
文
台
軒
宇
重
／
小
山
居
知
常
／
河
南
氏
武
信
／
寿
梓
敬
誌
〈
墨
書
〉「
共
七
答
島
／
地
蔵
寺
」（
表
紙
、
１
棚
２０
（
１
〜
３
））
「
恵
日
山
／
観
音
寺
」（
墨
消
・
表
紙
、
１
棚
２０
（
１
〜
３
））
「
四
教
儀
増
暉
記
共
七
巻
／
但
州
温
泉
寺
密
賢
大
能
化
／
板
野
郡
徳
命
村
千
光
寺
ニ
於
テ
／
四
教
儀
講
演
之
砌
求
之
了
／
天
保
十
亥
八
月
廿
四
日
よ
り
恵
日
山
現
住
慶
道
」（
後
見
返
、
１
棚
２０
（
３
））
「
阿
波
国
答
島
村
／
地
蔵
寺
」（
表
紙
、
２０
棚
４０
）
「
右
此
増
暉
記
共
七
巻
天
保
十
／
己
亥
秋
八
月
廿
三
日
ヨ
リ
／
但
州
温
泉
寺
密
賢
師
当
国
／
板
埜
郡
徳
命
村
千
光
寺
ニ
於
テ
／
四
教
儀
講
演
之
砌
求
之
者
也
／
恵
日
山
観
音
寺
現
務
慶
道
」（
後
見
返
、
２０
棚
４０
）
「
大
坂
□
町
八
丁
目
／
法
等
師
講
レ
之
／
備
州
／
俊
泰
」（
後
見
返
、
２０
棚
４０
）
右
に
掲
げ
た
例
は
、
い
ず
れ
も
『
顕
密
書
籍
目
録
』
に
著
録
さ
れ
た
文
献
名
と
地
蔵
寺
現
蔵
の
文
献
名
が
一
致
し
て
い
る
（
異
称
・
異
称
の
場
合
も
一
致
す
る
と
考
え
る
）。
し
か
し
、
例
１
は
現
蔵
の
『
声
明
集
』
が
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
板
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
道
書
写
の
延
原 卓 志
―２００―
享
元
（
一
七
四
四
）
年
に
は
未
刊
行
の
文
献
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
様
に
例
２
は
、
現
蔵
の
『
檜
尾
御
口
決
』
が
そ
の
奥
書
か
ら
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
の
書
写
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
延
享
元
年
以
降
に
刊
行
・
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
明
確
な
文
献
に
つ
い
て
は
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
例
３
は
そ
の
墨
書
か
ら
、
隆
皎
が
、
小
松
島
の
地
蔵
寺
で
文
化
六
（
一
八
二
三
）
年
に
開
催
さ
れ
た
密
乗
大
和
尚
の
大
日
経
疏
（
奥
ノ
疏
）
の
講
伝
を
聴
講
し
た
際
に
入
手
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
隆
皎
は
地
蔵
寺
第
十
三
世
で
あ
る（
注
３
）
こ
と
か
ら
、
現
蔵
の
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
文
次
第
』
は
隆
皎
に
よ
っ
て
地
蔵
寺
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、『
目
録
』
に
著
録
さ
れ
た
文
献
と
は
異
な
る
と
判
断
さ
れ
る
。
例
４
で
は
、
現
蔵
の
『
四
教
儀
集
註
増
輝
記
』
が
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
板
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
道
の
書
写
年
に
は
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
墨
書
を
総
合
し
て
解
釈
す
る
と
、
恵
日
山
観
音
寺
の
住
職
で
あ
る
慶
道
が
、
天
保
十（
一
八
三
九
）
年
に
板
野
郡
徳
命
村
の
千
光
寺
で
但
州
温
泉
寺
の
密
賢
を
能
化
と
し
て
開
講
さ
れ
た
四
教
儀
の
講
演
を
聴
講
し
た
際
に
入
手
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
慶
道
の
入
手
以
前
、
そ
の
本
は
備
州
の
俊
泰
が
所
持
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
慶
道
の
位
牌
が
地
蔵
寺
に
伝
存
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
慶
道
晩
年
に
は
地
蔵
寺
に
止
住
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現
蔵
本
は
慶
道
に
よ
っ
て
地
蔵
寺
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、
や
は
り
『
目
録
』
に
著
録
さ
れ
た
文
献
と
は
異
な
る
と
見
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
操
作
を
と
お
し
て
、
現
蔵
さ
れ
る
文
献
の
中
か
ら
、
著
録
さ
れ
た
文
献
に
当
た
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
を
拾
い
上
げ
た
。『
目
録
』
に
著
録
さ
れ
た
文
献
数
と
と
も
に
、
現
蔵
の
可
能
性
の
あ
る
文
献
数
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
『
顕
密
書
籍
目
録
』
実
道
書
写
部
分
の
著
録
数
現
蔵
の
可
能
性
の
あ
る
文
献
数
真
言
部
７４
４５
華
厳
部
１４
１３
天
台
部
１５
１１
倶
舎
部
１１
８
儒
書
部
１３
〈
１
〉
５
雑
書
部
１６
７
写
本
部
１６５
〈
４
〉（
２９
）
３４
（
２
）
三
論
部
１
１
法
相
部
５
４
計
３１７
〈
５
〉
１２８
【
表
注
】

〈
〉
内
は
実
道
書
写
部
分
に
重
複
し
て
著
録
さ
れ
る
文
献
数
で
外
数
。

（
）
内
は
隆
山
か
ら
譲
り
受
け
た
と
さ
れ
る
文
献
数
で
内
数
。
「
写
本
部
」
で
は
、
著
録
文
献
の
中
で
現
蔵
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
文
献
が
、
著
録
文
献
全
体
の
約
二
割
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
写
本
部
」
を
除
く
各
部
で
は
六
割
を
超
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
写
本
部
」
以
外
の
各
部
に
著
録
さ
れ
る
文
献
（
板
本
）
が
汎
用
性
の
高
い
も
の
と
し
て
大
切
に
所
蔵
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
講
伝
・
講
演
に
お
け
る
聞
書
類
を
多
く
含
む
写
本
は
、
私
的
な
も
の
（
汎
用
性
の
低
い
も
の
）
と
し
て
さ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る（
注
４
）
。

「
写
本
部
」
に
著
録
さ
れ
た
文
献
の
特
徴
写
本
は
、そ
の
奥
書
に
よ
っ
て
書
写
年
代
・
書
写
者
が
明
ら
か
な
場
合
が
多
い
。そ
の
た
め
、
『
目
録
』に
著
録
さ
れ
た
文
献
が
現
蔵
さ
れ
る
か
否
か
を
見
極
め
や
す
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず「
写
本
部
」
に
著
録
さ
れ
た
文
献
に
つ
い
て
そ
の
特
徴
を
考
察
す
る
。
実
道
書
写
部
分
の
「
写
本
部
」
に
著
録
さ
れ
る
文
献
一
六
五
点
（
隆
山
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
二
九
点
を
含
め
、
重
複
す
る
四
点
を
除
く
）
の
う
ち
、
現
蔵
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
文
献
は
三
四
点
（
内
、
隆
山
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
二
点
）
で
あ
る
。
隆
山
か
ら
譲
り
受
け
た
と
さ
れ
る
二
点
を
除
く
三
二
点
に
つ
い
て
、
現
蔵
本
の
書
写
者
・
所
持
者
を
見
る
と
、
実
道
が
書
写
し
た
り
、
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
文
献
が
二
七
点
に
も
及
ぶ
。
《
実
道
の
書
写
本
》
・
他
者
の
墨
書
等
な
し
…
八
点
５
【
目
録
】
２１５
秘
蔵
宝
鑰
譚
塵
巻
之
一
一
（
写
本
部
９
ウ
）
【
現
蔵
】
『
秘
蔵
宝
鑰
譚
塵
』
１
冊
（
２９
棚
６
）
元
文
三
（
一
七
三
八
）
年
写
〈
奥
書
〉
元
文
三
戊
午
年
三
月
中
旬
於
津
国
伊
丹
金
剛
／
寺
妙
瑞
和
尚
宝
鑰
講
演
之
砌
以
安
芸
之
僧
御
／
本
卒
爾
書
写
之
了
阿
州
答
島
地
蔵
寺
会
下
／
密
門
乞
士
実
道
〈
墨
書
〉「
阿
国
／
実
道
／
書
之
」（
前
遊
紙
）
臨江山地蔵寺蔵『顕密書籍目録』について
―２０１―
６【
目
録
】
２３２
外
宗
雑
録
一
（
写
本
部
１０
オ
）
【
現
蔵
】
『
外
宗
雑
録
』
１
冊
（
６
箱
５
）
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
写
〈
奥
書
〉
于
時
延
享
甲
子
元
四
月
廿
日
於
泉
州
堺
唯
識
述
記
／
聴
聞
之
砌
書
焉
／
金
剛
乗
実
道
〈
墨
書
〉「
実
道
」（
表
紙
）
・
他
者
の
墨
書
等
あ
り
…
三
点
７
【
目
録
】
１９５
逍
遥
院
殿
仮
名
遣
一
（
写
本
部
９
オ
）
【
現
蔵
】
『
逍
遥
院
殿
仮
名
遣
』
１
冊
（
９
棚
１１
）
享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年
写
〈
奥
書
〉
享
保
二
十
乙
卯
之
夏
四
月
廿
日
／
於
州
城
南
西
方
邑
書
焉
也
／
金
剛
乗
子
／
実
道
（
印
）
〈
朱
印
〉「
恵
」（
八
角
印
・
陰
刻
、
表
紙
）
「
実
」（
八
角
印
・
陰
刻
、
奥
書
部
）
〈
墨
書
〉「
実
道
」（
表
紙
）
「
恵
了
（
印
）」（
表
紙
）
８
【
目
録
】
２００
西
京
新
記
録
一
（
写
本
部
９
オ
）
【
現
蔵
】
『
西
京
新
記
録
』
１
冊
（
７
箱
３６
）
享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年
写
〈
奥
書
〉
享
保
廿
乙
卯
之
四
月
十
八
日
於
阿
之
南
郊
／
西
方
邑
書
写
焉
沙
門
実
道
（
印
）
〈
朱
印
〉「
恵
」（
八
角
印
・
陰
刻
、
前
表
紙
）
「
実
」（
八
角
印
・
陰
刻
、
奥
書
部
）
〈
墨
書
〉「
釈
氏
／
慧
了
（
印
）」（
表
紙
）
９
【
目
録
】
２２３
西
谷
名
目
玄
譚
一
（
写
本
部
１０
オ
）
【
現
蔵
】
『
西
谷
名
目
玄
譚
』
１
冊
（
５
箱
１４
）
元
文
元
（
一
七
三
六
）
年
写
〈
奥
書
〉
元
文
丙
辰
元
年
八
月
上
旬
／
於
阿
陽
城
南
／
実
道
／
書
写
焉
〈
墨
書
〉「
金
剛
乗
子
／
恵
了
」（
表
紙
）
《
実
道
の
所
持
本
》
・
他
者
の
書
写
奥
書
あ
り
…
四
点
１０
【
目
録
】
１９２
三
六
叶
韻
十
義
選
一
（
写
本
部
９
オ
）
【
現
蔵
】
『
三
六
叶
韻
十
義
選
』
１
冊
（
６
箱
６
）
元
文
元
（
一
七
三
六
）
年
写
〈
奥
書
〉
元
文
丙
辰
元
年
秋
八
月
三
日
／
書
写
焉
／
慧
了
〈
墨
書
〉「
実
道
」（
表
紙
）
１１
【
目
録
】
１４７
理
趣
経
講
要
一
（
写
本
部
８
オ
）
【
現
蔵
】
『
理
趣
経
講
要
』
１
冊
（
２０
棚
２５
）
元
文
二
（
一
七
三
七
）
年
写
〈
奥
書
〉
龍
厳
写
之
／
元
文
二
丁
酉
閏
十
一
月
吉
祥
日
於
難
波
書
写
焉
畢
〈
墨
書
〉「
金
剛
密
子
／
実
道
」（
表
紙
）
１２
【
目
録
】
２２５
法
性
大
日
義
聞
記
二
（
写
本
部
１０
オ
）
【
現
蔵
】

『
法
性
大
日
義
口
筆
』
１
冊
（
９
棚
２７
）
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年
写
〈
奥
書
〉
夫
此
ノ
大
日
義
□
ハ
者
高
野
山
如
意
輪
寺
妙
瑞
和
尚
撰
述
焉
于
時
寛
／
保
元
辛
酉
暦
於
讃
府
金
毘
羅
象
頭
山
金
剛
院
別
処
従
七
月
廿
一
日
／
至
同
廿
九
日
講
住
心
品
疏
前
演
従
焉
畢
金
剛
乗
岱
丘
記
之
〈
墨
書
〉「
実
道
」（
表
紙
）
＊
内
題
「
薄
伽
梵
大
金
剛
阿
闍
梨
位
法
性
大
日
義
并
序
聞
書
」

『
法
性
大
日
義
要
記
』
１
冊
（
７
箱
３３
）
寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
写
〈
奥
書
〉
右
者
於
寛
保
三
五
月
十
二
日
徳
府
勢
見
山
観
音
寺
而
高
野
山
如
意
／
輪
寺
妙
瑞
和
尚
講
演
之
在
吾
末
席
聞
記
之
然
ト
モ
麁
学
而
無
□
／
知
無
進
筆
而
誤
多
取
捨
而
□
見
焉
沙
門
岱
丘
〈
墨
書
〉「
実
道
」（
表
紙
）
＊
内
題
「
薄
伽
梵
大
金
剛
阿
闍
梨
位
法
性
大
日
義
并
序
聞
書
」
１３
【
目
録
】
２２９
華
厳
五
教
章
要
書
一
（
写
本
部
１０
オ
）
【
現
蔵
】
『
華
厳
五
教
章
聞
記
』
１
冊
（
６
箱
２
）
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
写
〈
奥
書
〉
已
上
廿
葉
者
五
教
章
旁
註
巻
下
十
四
席
而
聞
記
終
以
下
ハ
為
因
縁
／
無
講
解
退
而
可
□
合
原 卓 志
―２０２―
右
始
終
紙
数
六
十
八
葉
也
都
合
四
十
二
坐
而
満
講
右
延
享
元
暦
従
秋
八
月
廿
二
日
至
于
冬
十
月
十
四
日
於
于
京
師
五
条
橋
筋
下
処
太
子
／
堂
而
湛
慧
比
丘
講
焉
予
在
于
席
而
聞
記
於
焉
杜
多
岱
丘
〈
墨
書
〉「
実
道
」（
表
紙
）
・
書
写
者
未
詳

〈
奥
書
あ
り
〉
…
四
点
１４
【
目
録
】
１６５
大
黒
天
作
法
一
（
写
本
部
８
ウ
）
【
現
蔵
】
『
大
黒
天
法
』
１
帖
（
２４
棚
１９
）
明
暦
二
（
一
六
五
六
）
年
写
〈
奥
書
〉
于
時
明
暦
二
年
阿
州
海
部
郡
に
て
／
書
之
筆
ハ
悪
筆
に
し
て
当
用
之
／
□
□
之
畢
後
見
之
□
々
字
／
一
反
御
廻
向
頼
申
恥
敷
々
〈
墨
書
〉「
州
快
義
」（
表
紙
）
「
今
者
実
道
」（
表
紙
）
１５
【
目
録
】
２２４
住
心
品
疏
略
解
私
記
五
（
写
本
部
１０
オ
）
【
現
蔵
】
『
住
心
品
疏
略
解
私
記
』
５
冊
（
２
箱
８
、
４
箱
２９
、
７
箱
９
）
寛
保
二
（
一
七
四
二
）
年
写
（
マ
マ
）
〈
奥
書
〉
右
者
於
讃
府
像
頭
山
随
妙
瑞
遮
黎
聴
聞
之
了
其
後
再
見
時
記
焉
／
畢
于
時
寛
保
元
酉
七
月
晦
日
開
講
寛
保
二
壬
戌
十
月
上
旬
於
臨
江
山
記
焉
（
２
箱
８
（
２
））
〈
墨
書
〉「
実
道
」（
表
紙
、
２
箱
８
（
１
・
２
）
・
４
箱
２９
（
１
・
２
）・
７
箱
９
）
１６
【
目
録
】
２２６
西
谷
名
目
聞
書
一
（
写
本
部
１０
オ
）
【
現
蔵
】
『
天
台
円
宗
四
教
五
時
西
谷
名
目
口
筆
』
１
冊
（
４
箱
２５
）
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年
写
〈
奥
書
〉「
寛
保
元
十
月
三
日
於
讃
府
慧
光
寺
慧
輪
比
丘
在
于
／
講
述
於
焉
末
席
筆
録
焉
矣
」（
冒
頭
）
〈
墨
書
〉「
元
文
四
乙
未
／
十
一
月
聞
記
譲
他
」（
上
欄
）
「
都
合
廿
九
席
而
了
」（
末
尾
）
「
実
道
」（
表
紙
）
１７
【
目
録
】
３０８
匡
真
鈔
要
書
一
（
写
本
部
１２
オ
）
【
現
蔵
】
『
匡
真
鈔
要
書
』
１
冊
（
６
箱
１２
）
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
写
〈
奥
書
〉
右
者
延
享
元
秋
八
月
廿
二
日
ヨ
リ
至
于
十
月
十
四
日
而
於
于
京
五
条
橋
下
太
子
堂
／
湛
慧
老
蒭
五
教
章
講
演
之
砌
見
於
匡
真
既
至
第
七
巻
帰
国
故
第
七
／
巻

要
記
焉
重
而
自
第
八
巻
熟
覧
而
次
可
記
〈
墨
書
〉「
実
道
」（
表
紙
）
・
書
写
者
未
詳

〈
奥
書
な
し
〉
…
八
点
１８
【
目
録
】
１７９
減
縁
減
行
異
説
一
（
写
本
部
８
ウ
）
【
現
蔵
】
『
減
縁
減
行
異
説
』
１
冊
（
２１
棚
２６
）
江
戸
時
代
写
〈
奥
書
〉（
ナ
シ
）
〈
墨
書
〉「
杜
多
／
実
道
」（
表
紙
）
１９
【
目
録
】
２１１
臂
稚
法
一
（
写
本
部
９
ウ
）
【
現
蔵
】
『
臂
稚
法
』
１
冊
（
９
棚
９
）
江
戸
時
代
写
〈
奥
書
〉（
ナ
シ
）
〈
墨
書
〉「
国
沙
門
／
実
道
」（
表
紙
）
２０
【
目
録
】
２９４
顕
果
密
因
義
一
（
写
本
部
１１
ウ
）
【
現
蔵
】
『
顕
卑
密
因
義
』
１
冊
（
４
箱
１５
）
江
戸
時
代
写
〈
奥
書
〉（
ナ
シ
）
〈
墨
書
〉「
実
道
」（
表
紙
）
「
今
者
／
智
翁
」（
表
紙
）
例
５
に
掲
げ
た
現
蔵
本
『
秘
蔵
宝
鑰
譚
塵
』
の
奥
書
か
ら
は
、
元
文
三
（
一
七
三
八
）
年
に
摂
津
伊
丹
の
金
剛
寺
で
開
催
さ
れ
た
妙
瑞（
注
５
）
に
よ
る
秘
蔵
宝
鑰
の
講
演
を
聴
講
し
た
際
、
安
芸
の
僧
侶
（
お
そ
ら
く
彼
も
妙
瑞
の
講
演
を
聴
講
す
る
た
め
に
訪
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
）
の
所
持
本
を
も
と
に
実
道
が
書
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
墨
書
か
ら
、
書
写
し
た
本
を
実
道
が
所
持
し
た
こ
と
も
わ
か
る
。
例
６
『
外
宗
雑
録
』
も
同
様
に
、
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
四
月
に
泉
州
堺
で
唯
識
論
述
記
の
講
演
を
聴
講
し
た
際
に
実
道
が
書
写
し
た
本
で
あ
り
、
実
道
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
実
道
の
書
写
奥
書
を
有
し
、
実
道
の
名
臨江山地蔵寺蔵『顕密書籍目録』について
―２０３―
前
だ
け
が
墨
書
さ
れ
る
文
献
が
四
点
見
ら
れ
る
。
例
７
〜
９
の
三
点
は
、
実
道
の
書
写
奥
書
を
有
し
な
が
ら
、
実
道
以
外
の
名
が
墨
書
さ
れ
る
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
恵
了
（
慧
了
）
の
名
が
記
さ
れ
る
。
恵
了
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
蔵
本
『
無
畏
禅
要
安
心
鈔
』（
３２
棚
２７
・
江
戸
時
代
板
）
下
巻
の
後
表
紙
見
返
に
「
上
下
二
巻
之
内
／
答
島
臨
江
山
／
慧
了
求
焉
」
の
墨
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
恵
了
が
地
蔵
寺
に
止
住
し
た
僧
侶
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
８
・
９
の
現
蔵
本『
西
京
新
記
録
』、『
西
谷
名
目
玄
譚
』
の
奥
書
と
墨
書
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
写
本
は
実
道
が
書
写
し
、
後
に
恵
了
に
伝
え
ら
れ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
他
者
の
書
写
奥
書
あ
り
」
に
分
類
し
た
例
１０
の
現
蔵
本
『
三
六
叶
韻
十
義
選
』
は
、
恵
了
の
書
写
奥
書
が
あ
り
、
実
道
の
名
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
恵
了
の
書
写
本
が
実
道
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
例
７
の
現
蔵
本
『
逍
遥
院
殿
仮
名
遣
』
で
は
、
実
道
の
書
写
奥
書
が
あ
り
、
表
紙
に
は
、「
実
道
」「
恵
了
」
の
順
に
名
が
縦
に
続
け
て
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
墨
書
は
、
表
紙
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
見
て
、「
恵
了
」
の
方
が
先
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
と
す
れ
ば
、
実
道
か
ら
恵
了
に
伝
わ
り
、
再
び
実
道
の
手
に
戻
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
実
道
と
恵
了
の
間
で
は
、
文
献
伝
領
の
流
れ
が
一
方
向
に
定
ま
っ
て
い
な
い
。
同
時
期
に
活
動
し
た
僧
侶
の
間
で
は
、
互
い
に
譲
り
譲
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
さ
さ
か
不
自
然
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
書
写
奥
書
や
墨
書
か
ら
す
れ
ば
、「
実
道
」
と
「
恵
了
」
は
別
の
人
物
の
名
前
で
は
な
く
、「
恵
了
房
実
道
」
の
よ
う
な
、
同
一
人
物
の
仮
名
と
実
名
を
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
筆
跡
な
ど
の
検
証
に
よ
っ
て
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
推
測
が
当
た
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
例
７
〜
９
と
例
１０
は
、
例
５
・
６
と
同
様
に
、
実
道
が
書
写
し
、
所
持
し
た
文
献
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
１１
〜
１３
の
三
点
は
、
実
道
以
外
の
人
物
が
書
写
し
、
墨
書
に
実
道
の
名
が
見
ら
れ
る
写
本
で
あ
る
（
例
１０
は
右
の
考
察
に
よ
っ
て
除
く
）。
例
１１
の
現
蔵
本
『
理
趣
経
講
要
』
は
龍
厳
の
書
写
本
が
実
道
に
伝
わ
り
、
所
持
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
龍
厳
の
名
は
現
蔵
文
献
の
中
で
、
本
文
献
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
。
例
１２
の
『
目
録
』
に
著
録
さ
れ
た
文
献
「
法
性
大
日
義
聞
記
二
」
に
は
、
現
蔵
の
『
法
性
大
日
義
口
筆
』、『
法
性
大
日
義
要
記
』
が
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
内
題
が
あ
り
「
薄
伽
梵
大
金
剛
阿
闍
梨
位
法
性
大
日
義
并
序
聞
書
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
要
記
」「
要
書
」「
口
筆
」
は
、「
聞
記
」
や
「
聞
書
」
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年
と
寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
に
岱
丘
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
が
、
実
道
に
伝
え
ら
れ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
例
１３
の
『
華
厳
五
教
章
聞
記
』
も
同
様
で
、
岱
丘
の
書
写
本
が
実
道
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
岱
丘
に
つ
い
て
も
他
に
資
料
が
な
く
、
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
例
１４
〜
１７
は
、
奥
書
を
有
す
る
も
の
の
、
書
写
者
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
墨
書
か
ら
実
道
の
所
持
し
た
文
献
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
１４
の
現
蔵
本
『
大
黒
天
法
』
は
、「
州
快
義
」
の
墨
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
快
義
の
書
写
本
が
実
道
に
伝
え
ら
れ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
例
１５
の
『
住
心
品
疏
略
解
私
記
』、
例
１６
の
『
天
台
円
宗
四
教
五
時
西
谷
名
目
口
筆
』、
例
１７
の
『
匡
真
鈔
要
書
』
は
、
い
ず
れ
も
「
実
道
」
の
墨
書
が
あ
る
。
実
道
が
所
持
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
書
写
も
実
道
の
手
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。
例
１８
〜
２０
は
、
奥
書
を
有
し
て
お
ら
ず
、
書
写
年
代
・
書
写
者
と
も
に
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
墨
書
か
ら
実
道
の
所
持
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
実
道
の
書
写
本
・
所
持
本
以
外
に
は
、
次
の
五
点
の
現
蔵
文
献
が
著
録
文
献
に
当
た
る
可
能
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
。
２１
【
目
録
】
１７０
虚
空
蔵
菩

陀
羅
尼
経
一
（
写
本
部
８
ウ
）
【
現
蔵
】
『
虚
空
蔵
菩

陀
羅
尼
経
』
１
冊
（
６
箱
３９
）
江
戸
時
代
写
〈
奥
書
〉（
ナ
シ
）
〈
朱
印
〉「
□
／
□
」（
丸
印
・
陰
刻
、
内
題
横
・
内
題
下
）
２２
【
目
録
】
１９３
理
趣
経
大
意
一
（
写
本
部
９
オ
）
【
現
蔵
】
『
理
趣
経
大
宗
』
断
簡
（
７
箱
２
）
江
戸
時
代
写
〈
奥
書
〉（
ナ
シ
）
２３
【
目
録
】
２９３
能
殺
蠢
篇
一
（
写
本
部
１１
ウ
）
【
現
蔵
】
『
能
殺
蠢
篇
』
１
冊
（
７
箱
２９
）
江
戸
時
代
写
〈
奥
書
〉（
ナ
シ
）
２４
【
目
録
】
１５２
字
観
私
一
（
写
本
部
８
オ
）
【
現
蔵
】
『
阿
字
観
私
記
』
１
冊
（
２
箱
４４
）
江
戸
時
代
写
〈
奥
書
〉（
ナ
シ
）
〈
朱
印
〉「
隆
／
皎
」（
方
印
・
陰
刻
、
内
題
上
）
〈
墨
書
〉「
答
島
／
地
蔵
寺
」（
表
紙
）
２５
【
目
録
】
２１８
同
（
大
日
経
教
主
）
十
九
人
異
義
一
（
写
本
部
９
ウ
）
原 卓 志
―２０４―
【
現
蔵
】
『
大
日
経
教
主
十
九
人
異
義
』
１
冊
（
６
箱
６５
）
江
戸
時
代
写
〈
奥
書
〉「
朱
点
一
了
」（
朱
）
〈
墨
書
〉「
沙
門
隆
皎
」（
表
紙
）
例
２１
〜
２３
は
、
現
蔵
本
の
書
名
に
よ
っ
て
『
目
録
』
著
録
文
献
に
当
た
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
書
写
奥
書
や
所
持
者
の
わ
か
る
墨
書
等
が
な
く
、
書
写
者
・
所
持
者
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
実
道
の
書
写
本
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
筆
跡
な
ど
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
例
２４
・
２５
の
現
蔵
本
に
は
、
書
写
奥
書
は
な
い
が
、
朱
印
・
墨
書
に
よ
っ
て
隆
皎
の
所
持
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
も
筆
跡
な
ど
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
が
、
も
し
実
道
の
書
写
本
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
に
隆
皎
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（
注
６
）
。
ま
た
、
隆
皎
書
写
本
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
書
写
年
代
が
『
目
録
』
よ
り
降
る
こ
と
に
な
り
、『
目
録
』
に
著
録
さ
れ
た
文
献
と
は
別
の
文
献
と
な
る
。
実
道
書
写
部
分
に
お
い
て
隆
山
か
ら
譲
り
受
け
た
と
さ
れ
る
二
九
点
の
文
献
の
う
ち
、
現
蔵
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
両
者
と
も
朱
ま
た
は
墨
で
表
紙
に
「
隆
山
（
龍
山
）」
と
署
名
さ
れ
て
お
り
、
隆
山
の
所
持
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
２６
【
目
録
】
２５６
随
行
一
尊
法
要
鈔
一
（
写
本
部
１０
ウ
）
【
現
蔵
】
『
随
行
一
尊
法
要
鈔
』
１
冊
（
２３
棚
１
）
江
戸
時
代
写
〈
奥
書
〉（
ナ
シ
）
〈
朱
書
〉「
龍
山
」（
表
紙
）
２７
【
目
録
】
２６０
曼
荼
羅
供
作
法
并
表
白
一
（
写
本
部
１０
ウ
）
【
現
蔵
】
『
曼
荼
羅
供
作
法
并
表
白
』
１
帖
（
２４
棚
５
）
江
戸
時
代
写
〈
奥
書
〉（
未
詳
）
〈
墨
書
〉「
隆
山
之
」（
表
紙
）
詳
細
な
筆
跡
の
検
証
な
ど
、
な
お
課
題
も
残
さ
れ
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
、
現
蔵
さ
れ
る
文
献
で
、
実
道
書
写
部
分
の
「
写
本
部
」
に
著
録
さ
れ
る
文
献
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
九
割
以
上
が
実
道
書
写
本
あ
る
い
は
実
道
所
持
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
写
本
部
」
に
著
録
さ
れ
た
文
献
は
、
実
道
自
身
が
書
写
し
た
り
、
所
持
し
て
い
た
文
献
と
、
龍
山
か
ら
実
道
が
譲
り
受
け
た
文
献
と
か
ら
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
実
道
が
私
的
に
所
持
し
て
い
た
本
を
著
録
し
た
も
の
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
写
本
部
」
外
に
著
録
さ
れ
た
文
献
の
特
徴
「
写
本
部
」
に
著
録
さ
れ
た
文
献
が
写
本
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
以
外
の
「
真
言
部
」
「
華
厳
部
」「
天
台
部
」「
倶
舎
部
」「
儒
書
部
」「
雑
書
部
」「
三
論
部
」「
法
相
部
」
に
著
録
さ
れ
た
文
献
は
板
本
で
あ
る
。
所
持
者
名
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
板
本
は
必
ず
し
も
多
く
な
く
、
そ
の
所
持
者
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
も
の
が
多
い
。
現
蔵
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
拾
い
上
げ
た
九
四
点
の
う
ち
、
所
持
者
名
が
記
さ
れ
た
文
献
は
六
四
点
で
あ
り
、
所
持
者
名
を
記
さ
な
い
文
献
は
三
〇
点
で
あ
る
。
各
文
献
に
記
さ
れ
た
所
持
者
名
を
多
い
順
に
挙
げ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る（
注
７
）
。
二
九
点
実
道
六
点
観
林
五
点
豁
賢
恭
雄
四
点
恵
了
（「
了
」
を
含
め
る
）
宥
深
二
点
栄
長
・
豁
道
慶
鑁
智
翁
（
教
音
）
隆
皎
一
点
応
宥
良
深
義
乗
義
鳳
義
雄
堅
親
秀
恵
秀
善
秀
□
俊
道
尊
耀
長
山
長
保
門
栄
隆
海
□
龍
右
の
よ
う
に
、
実
道
の
名
前
が
記
さ
れ
た
文
献
が
他
の
人
物
の
名
を
記
し
た
文
献
に
比
し
て
多
く
、
所
持
者
が
記
さ
れ
る
文
献
の
四
割
五
分
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
実
道
と
恵
了
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
実
道
・
恵
了
の
名
前
が
記
さ
れ
た
文
献
は
三
三
点
に
増
え
る
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。
２８
【
目
録
】
１２
般
若
心
経
并
玄
談
一
（
真
言
部
１
オ
）
【
現
蔵
】
『〔
科
注
〕
般
若
心
経
』
１
冊
（
２６
棚
４２
）
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
板
〈
刊
記
〉
元
禄
五
壬
申
歳
四
月
吉
日
／
書
肆
村
上
平
楽
寺
梓
〈
墨
書
〉「
宥
深
」（
表
紙
）
「
今
者
／
実
道
之
」（
表
紙
）
２９
【
目
録
】
７７
起
信
論
註
疏
有
書
入
四
（
華
厳
部
３
オ
）
【
現
蔵
】
『〔
首
書
〕
大
乗
起
信
論
注
疏
』
４
冊
（
３
棚
１１
、
１４
棚
１４
）
延
宝
四
（
一
六
七
六
）
年
板
〈
刊
記
〉
延
宝
四
年
丙辰
仲
春
母
倉
日
／
堀
川
通
本
屋
／
堀
井
伝
右
衛
門
刊
行
臨江山地蔵寺蔵『顕密書籍目録』について
―２０５―
〈
墨
書
〉「
実
道
之
」（
背
、
３
棚
１１
（
１
・
３
））
「
今
者
豁
賢
受
之
」（
後
見
返
、
３
棚
１１
（
１
）・
１４
棚
１４
）
「
今
者
／
豁
賢
求
之
」（
後
見
返
、
３
棚
１１
（
２
））
「
今
者
／
豁
賢
之
」（
後
見
返
、
３
棚
１１
（
３
））
「
高
野
山
山
王
院
金
剛
峯
寺
住
侶
沙
門
義
範
房
栄
長
／
求
之
」
（
最
終
丁
、
３
棚
１１
（
１
））
「
宝
永
四
年
亥
正
月
吉
良
日
／
金
剛
峯
住
侶
沙
門
／
義
範
」（
最
終
丁
、
３
棚
１１
（
２
））
「
高
野
山
学
侶
方
成
福
院
会
下
／
栄
長
求
之
」（
墨
消
・
後
見
返
、
３
棚
１１
（
３
））
「
南
山
住
侶
沙
門
／
義
範
房
栄
長
求
之
」（
後
見
返
、
１４
棚
１４
）
３０
【
目
録
】
７９
起
信
論
専
釈
五
（
華
厳
部
３
オ
）
【
現
蔵
】
『〔
科
本
〕
起
信
論
専
釋
鈔
』
５
冊
（
３
棚
１０
、
１４
棚
７
）
寛
文
十
一
（
一
六
七
一
）
年
板
〈
刊
記
〉
寛
文
十
一
年
辛
亥
九
月
日
／
前
川
茂
右
衛
門
〈
墨
書
〉「
宥
深
」（
擦
消
・
表
紙
、
３
棚
１０
（
１
・
２
）、
１４
棚
７
（
１
〜
３
））
「
豁
賢
之
」（
後
見
返
、
１４
棚
７
（
３
））
「
沙
門
慧
了
」（
背
、
３
棚
１０
（
１
・
２
）、
１４
棚
７
（
１
〜
３
））
３１
【
目
録
】
５９
決
択
材
林
四
（
真
言
部
２
ウ
）
【
現
蔵
】
『
決
択
材
林
』
４
冊
（
２６
棚
２４
）
寛
文
十
（
一
六
七
〇
）
年
板
〈
刊
記
〉
寛
文
十
年
仲
春
日
／
村
上
勘
兵
衛
刊
行
〈
朱
書
〉「
実
道
」（
表
紙
、（
１
〜
４
））
〈
墨
書
〉「
恭
雄
」（
表
紙
、（
１
〜
４
）
「
答
島
臨
江
山
地
蔵
寺
蔵
本
」（
表
紙
、（
１
））
「
阿
南
答
島
／
地
蔵
寺
蔵
本
」（
表
紙
、（
２
））
「
答
島
／
地
蔵
寺
蔵
本
」（
表
紙
、（
３
・
４
））
「
実
道
求
之
」（
背
、（
３
））
例
２８
で
は
、
現
蔵
本
『〔
科
注
〕
般
若
心
経
』
の
表
紙
に
「
宥
深
」
と
墨
書
さ
れ
、
そ
の
左
側
に
並
べ
て
「
今
者
／
実
道
之
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
こ
の
二
種
の
墨
書
か
ら
、
現
蔵
の
『〔
科
注
〕
般
若
心
経
』
は
、
も
と
も
と
宥
深（
注
８
）
の
所
持
し
て
い
た
文
献
で
あ
り
、
後
に
実
道
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
宥
深
の
所
持
し
た
文
献
が
実
道
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
本
例
か
ら
す
れ
ば
、「
宥
深
」
の
墨
書
を
有
す
る
現
蔵
本
、
す
な
わ
ち
『
目
録
』
に
著
録
さ
れ
る
６４
「
般
若
心
経
略
鈔
一
」（
真
言
部
２
ウ
）、
６８
「
光
明
真
言
輪
釋
一
」（
真
言
部
２
ウ
）
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
現
蔵
本
『
般
若
心
経
略
抄
』（
２６
棚
３５
）、『
光
明
真
言
輪
釋
』（
９
棚
４８
）
も
宥
深
か
ら
実
道
に
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
実
道
の
所
持
本
と
し
て
『
目
録
』
の
実
道
書
写
部
分
に
著
録
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
例
２９
は
、
現
蔵
本
『〔
首
書
〕
大
乗
起
信
論
注
疏
』
の
最
終
丁
ウ
ラ
や
後
表
紙
見
返
の
義
範
房
栄
長
の
墨
書
に
並
べ
て
、
豁
賢
の
「
今
者
豁
賢
受
之
」「
今
者
／
豁
賢
求
之
」「
今
者
／
豁
賢
之
」
と
記
す
と
こ
ろ
か
ら
、
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）
年
に
義
範
房
栄
長
の
入
手
し
た
本
書
が
豁
賢
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
道
は
そ
の
後
に
本
書
を
入
手
し
、
背
に
墨
書
を
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
義
範
房
栄
長（
注
９
）
、
豁
賢（
注
１０
）
、
実
道
の
順
に
現
蔵
本
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
豁
賢
の
所
持
し
た
文
献
が
実
道
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
伝
領
の
流
れ
を
考
慮
す
れ
ば
、「
豁
賢
」
の
墨
書
を
有
す
る
現
蔵
本
『〔
科
〕〔
首
書
〕
理
趣
経
純
秘
鈔
』（
３５
棚
２４
）、『
梵
網
経
古
迹
記
科
解
』（
４
棚
２８
、
３９
棚
９
）
も
、
豁
賢
か
ら
実
道
に
伝
え
ら
れ
た
文
献
（
実
道
の
所
持
本
）
と
し
て
、『
目
録
』
に
８
「
理
趣
経
純
秘
鈔
縣
談
三
」（
真
言
部
１
オ
）」、
８４
「
梵
網
経
古
迹
記
科
解
二
」（
華
厳
部
３
オ
）
と
著
録
さ
れ
た
と
解
釈
で
き
る
。
例
３０
で
は
、
墨
書
に
宥
深
・
豁
賢
・
慧
了
（
恵
了
）
の
三
人
の
名
が
記
さ
れ
、
宥
深
の
名
前
が
擦
消
さ
れ
て
い
る
。
例
２８
・
２９
の
考
察
と
あ
わ
せ
て
解
釈
を
施
せ
ば
、
も
と
宥
深
の
所
持
し
た
文
献
が
豁
賢
に
伝
え
ら
れ
、
そ
の
後
に
恵
了
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
恵
了
と
実
道
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
見
た
、
先
述
の
推
測
に
矛
盾
は
生
じ
な
い
。
例
３１
の
現
蔵
本
『
決
択
材
林
』
四
冊
の
そ
れ
ぞ
れ
の
表
紙
に
は
、
墨
書
「
恭
雄
」
の
上
か
ら
朱
で
「
実
道
」
と
重
書
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
文
献
が
恭
雄
（
注
１１
）
か
ら
実
道
へ
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
伝
領
の
流
れ
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
伝
領
の
流
れ
に
注
目
す
れ
ば
、「
恭
雄
」
の
墨
書
を
有
す
る
次
の
文
献
は
、
恭
雄
か
ら
実
道
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
實
道
の
所
持
本
と
し
て
『
目
録
』
に
著
録
さ
れ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
○
【
目
録
】
１１
秘
鍵
略
註
詳
解
二
（
真
言
部
１
オ
）
【
現
蔵
】
『〔
科
〕〔
頭
書
〕
秘
鍵
略
註
詳
解
』
４
冊
（
２６
棚
３１
、
２６
棚
４６
）
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
板
〈
刊
記
〉
元
禄
七
甲
戌
年
／
五
月
吉
祥
日
／
藤
田
半
右
衛
門
／
摂
津
玉
屋
原 卓 志
―２０６―
重
兵
衛
／
藤
屋
嘉
兵
衛
／
山
本
市
兵
衛
／
中
村
七
兵
衛
〈
墨
書
〉「
恭
雄
」（
表
紙
、
２６
棚
３１
（
１
・
３
）、
２６
棚
４６
）
＊
冊
数
に
違
い
が
あ
る
点
が
疑
問
。
○
【
目
録
】
１８
光
明
真
言
経
鈔
一
（
真
言
部
１
ウ
）
【
現
蔵
】
『
光
明
真
言
経
鈔
』
１
冊
（
２
箱
１８
）
江
戸
時
代
板
〈
刊
記
〉
前
川
茂
右
衛
門
新
刊
〈
墨
書
〉「
恭
雄
」（
後
表
紙
）
○
【
目
録
】
５５
開
題
五
（
真
言
部
２
オ
）
【
現
蔵
】

『
梵
網
経
開
題
』
１
冊
（
９
棚
４７
）
江
戸
時
代
板
〈
刊
記
〉（
ナ
シ
）
〈
墨
書
〉「
恭
雄
」（
表
紙
）

『
金
剛
頂
経
開
題
』
１
冊
（
７
棚
２２
）
江
戸
時
代
板
〈
刊
記
〉（
ナ
シ
）
〈
墨
書
〉「
恭
雄
」（
表
紙
）
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
板
本
を
著
録
し
た
「
真
言
部
」
以
下
の
八
部
で
も
「
写
本
部
」
同
様
に
、
実
道
の
所
持
本
が
著
録
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
よ
う
に
伝
領
の
流
れ
を
推
定
で
き
る
も
の
が
存
す
る
一
方
、
実
道
と
の
間
で
文
献
が
伝
領
さ
れ
た
と
い
う
証
左
が
得
ら
れ
ず
、
伝
領
の
流
れ
の
推
定
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。
実
道
に
次
い
で
多
く
の
名
前
を
見
る
観
林（
注
１２
）
も
、
実
道
と
文
献
を
受
け
渡
し
た
と
い
う
証
左
の
得
ら
れ
な
い
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
た
例
３２
・
３３
は
現
蔵
本
の
背
に
「
観
林
求
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
現
蔵
本
が
『
目
録
』
に
著
録
さ
れ
た
『
密
軌
門
辨
』『
密
軌
門
辨
啓
迪
』
で
あ
り
、
実
道
の
所
持
本
と
し
て
著
録
さ
れ
た
と
す
る
と
、
観
林
の
所
持
本
が
実
道
に
伝
え
ら
れ
た
と
も
、
実
道
の
所
持
本
が
後
に
観
林
に
伝
え
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
例
３４
と
し
て
掲
げ
た
『
目
録
』
の
２２３
「
西
谷
名
目
玄
譚
一
」
は
、
す
で
に
「
写
本
部
」
著
録
本
の
検
討
の
際
に
例
９
と
し
て
引
用
し
た
。
例
９
で
は
、
著
録
さ
れ
た
文
献
に
当
た
る
現
蔵
本
と
し
て
実
道
書
写
の
『
西
谷
名
目
玄
譚
』（
５
箱
１４
）
が
考
え
ら
れ
た
が
、
例
３４
の
よ
う
に
、「
観
林
」
と
墨
書
さ
れ
た
『
西
谷
名
目
玄
譚
』（
４
箱
１３
）
も
現
蔵
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
観
林
」
と
墨
書
さ
れ
た
写
本
が
著
録
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
例
３２
・
３３
の
「
観
林
」
と
墨
書
さ
れ
た
文
献
も
『
目
録
』
に
著
録
さ
れ
た
文
献
と
は
別
文
献
で
あ
り
、
実
道
の
所
持
し
た
『
密
軌
問
辨
』『
密
軌
問
辨
啓
迪
』
が
別
に
存
在
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
３２
【
目
録
】
３１
密
軌
門
辨
二
（
真
言
部
１
ウ
）
【
現
蔵
】
『
密
軌
問
辨
』
２
冊
（
２５
棚
２３
、
２
箱
４７
）
正

元
（
一
七
一
一
）
年
板
〈
墨
書
〉「
観
林
求
」（
背
、
２５
棚
２３
・
２
箱
４７
）
３３
【
目
録
】
３２
密
軌
門
辨
啓
迪
五
（
真
言
部
１
ウ
）
【
現
蔵
】
『
密
軌
問
辨
啓
迪
』
５
冊
（
３２
棚
１９
、
４０
棚
２３
）
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
板
〈
墨
書
〉「
観
林
求
」（
背
、
３２
棚
１９
・
４０
棚
２３
（
１
・
２
・
３
・
４
））
３４
【
目
録
】
２２３
西
谷
名
目
玄
譚
一
（
写
本
部
１０
オ
）
【
現
蔵
】
×
『
西
谷
名
目
玄
譚
』
１
冊
（
４
箱
１３
）
江
戸
時
代
写
〈
奥
書
〉（
ナ
シ
）
〈
墨
書
〉「
観
林
」（
表
紙
）
「
真
言
部
」
以
下
に
著
録
さ
れ
た
板
本
に
は
、
観
林
の
よ
う
に
実
道
と
の
文
献
伝
領
の
流
れ
を
指
摘
で
き
な
い
人
物
名
が
墨
（
朱
）
書
さ
れ
る
板
本
、
ま
た
、
墨
（
朱
）
書
を
有
さ
ず
所
持
者
が
特
定
さ
れ
な
い
板
本
が
多
い
な
ど
、
個
々
に
問
題
を
含
み
、
慎
重
に
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
献
が
残
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
写
本
部
」
著
録
本
と
同
じ
よ
う
に
実
道
所
持
本
を
中
心
に
著
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
お
お
む
ね
首
肯
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
蔵
さ
れ
る
実
道
書
写
・
所
持
本
と
著
録
本
地
蔵
寺
に
は
実
道
の
書
写
・
所
持
し
た
文
献
が
『
顕
密
書
籍
目
録
』
を
除
い
て
七
九
点
（
写
本
四
一
点
、
板
本
三
八
点
）
現
蔵
さ
れ
て
い
る
。『
目
録
』
の
実
道
書
写
部
分
に
著
録
さ
れ
た
文
献
が
実
道
の
書
写
・
所
持
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
現
蔵
さ
れ
る
実
道
書
写
・
所
持
本
の
う
ち
、
延
享
元
年
以
前
の
も
の
は
す
べ
て
著
録
さ
れ
、
そ
れ
以
降
の
も
の
は
著
録
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
本
節
で
は
、
現
蔵
本
が
『
目
録
』
の
実
道
書
写
部
分
に
著
録
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
調
査
し
、
考
察
を
加
え
る
。
調
査
の
結
果
、
五
九
点
（
写
本
三
〇
点
、
板
本
二
九
点
）
の
著
録
が
確
認
さ
れ
た
。
著
録
が
確
認
で
き
な
い
現
蔵
本
二
〇
点
の
う
ち
、
一
〇
点
は
『
目
録
』
の
実
道
書
写
部
分
に
同
一
の
書
臨江山地蔵寺蔵『顕密書籍目録』について
―２０７―
名
が
著
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、『
目
録
』
の
「
延
享
元
甲
子
暦
冬
十
二
月
二
日
於
阿
国
城
南
臨
江
山
地
蔵
寺
／
会
下
改
焉
了
」
と
い
う
墨
書
の
「
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
十
二
月
」
当
時
に
は
未
書
写
・
未
入
手
の
文
献
で
あ
る
。
《
延
享
二
（
一
七
四
五
）
年
書
写
・
入
手
本
》
３５
【
目
録
】
２９１
警
覚
入
密
義
一
（
写
本
部
１１
ウ
）
【
現
蔵
】
『
警
覚
入
密
義
』
１
冊
（
９
棚
２
）
延
享
二
（
一
七
四
五
）
年
写
〈
奥
書
〉
延
享
二
年
六
月
廿
三
日
東
明
小
比
丘
記
〈
墨
書
〉「
実
道
」（
表
紙
）
「
実
道
／
今
者
智
翁
之
」（
表
紙
）
３６
【
目
録
】
９０
華
厳
問
答
二
（
華
厳
部
３
オ
）
【
現
蔵
】
『
華
厳
問
答
』
２
冊
（
１４
棚
１２
、
４２
棚
６
）
元
禄
十
四
（
一
七
〇
一
）
年
板
〈
刊
記
〉
元
禄
十
四
年
辛
巳
六
月
穀
日
寿
于
梓
／
平
安
城
宣
風
坊
書
林
井
上
実
氏
蔵
板
（
１４
棚
１２
）
〈
朱
書
〉「
此
二
巻
延
享
二
年
二
月
中
旬
於
京
都
捜
玄
記
聴
聞
之
節
求
之
／
阿
陽
神
通
乗
蒭
実
道
」（
最
終
丁
、
１４
棚
１２
）
〈
墨
書
〉「
隆
皎
」（
表
紙
、
１４
棚
１２
、
４２
棚
６
）
《
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
書
写
・
入
手
本
》
３７
【
目
録
】
２４２
倶
舎
論
指
要
鈔
一
（
写
本
部
１０
オ
）
【
現
蔵
】
『
倶
舎
指
要
鈔
』
７
冊
（
２
棚
８
、
３
棚
４
、
１
箱
３３
）
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
写
〈
奥
書
〉
延
享
第
三
丙
寅
暦
五
月
於
京
都
寺
町
鮹
薬
師
円
福
寺
湛
慧
老
／
律
師
倶
舎
本
論
講
演
之
砌
以
直
本
書
写
焉
畢
／
阿
陽
城
南
臨
江
山
密
子
／
実
道
（
２
棚
８
（
４
））
３８
【
目
録
】
１１３
頌
疏
正
文
有
書
入
一
（
倶
舎
部
５
オ
）
【
現
蔵
】
『
倶
舎
論
頌
疏
正
文
』
１
冊
（
２
棚
１
）
慶
安
四
（
一
六
五
一
）
年
板
〈
刊
記
〉
慶
安
四
辛
卯
年
八
月
吉
辰
／
中
村
五
兵
衛
尉
刊
行
之
〈
墨
書
〉「
延
享
第
三
丙
寅
暦
二
月
中
旬
於
京
師
倶
舎
論
聴
聞
／
之
砌
求
焉
城
南
密
乗
沙
門
実
道
」（
最
終
丁
）
《
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
書
写
・
入
手
本
》
３９
【
目
録
】
３１１
法
訓
聞
書
二
（
写
本
部
１２
オ
）
【
現
蔵
】
『
秘
密
法
訓
随
聴
記
』
１
冊
（
６
箱
１
）
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
写
〈
奥
書
〉
已
上
十
二
紙
法
訓
上
下
廿
席
而
講
畢
延
享
第
四
丁
卯
天
従
六
月
三
日
至
于
同
月
廿
三
日
高
野
山
別
所
／
円
通
寺
律
師
妙
瑞
和
尚
於
讃
州
多
度
津
摩
尼
院
講
演
焉
〈
墨
書
〉「
瑜
伽
乗
沙
門
実
道
」（
表
紙
）
右
の
よ
う
に
、『
目
録
』
に
同
一
書
名
が
載
せ
ら
れ
る
一
〇
点
は
延
享
二
（
一
七
四
五
）
年
か
ら
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
に
書
写
し
た
り
、
入
手
し
た
文
献
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現
蔵
さ
れ
る
実
道
書
写
・
所
持
本
で
『
目
録
』
に
同
一
の
書
名
が
載
せ
ら
れ
な
い
の
は
例
４０
の
一
例
を
除
く
と
、
い
ず
れ
も
延
享
五
（
一
七
四
八
）
年
、
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
に
書
写
さ
れ
た
例
４１
・
４２
の
よ
う
な
四
点
で
あ
る
。
４０
【
目
録
】（
ナ
シ
）
【
現
蔵
】
『
真
言
律
ニ
就
テ
淨
厳
』
１
冊
（
２３
棚
４４
）
享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年
写
。
〈
奥
書
〉
元
禄
七
年
七
月
廿
七
日
／
金
剛
乗
宗
淨
厳
謹
注
享
保
廿
之
乙
卯
年
／
四
月
日
於
城
南
西
方
邑
／
書
写
焉
者
也
／
実
道
（
印
）
〈
朱
印
〉「
恵
」（
八
角
印
・
陰
刻
、
表
紙
）
「
実
」（
八
角
印
・
陰
刻
、
奥
書
下
）
〈
墨
書
〉「
金
剛
乗
子
／
慧
了
（
印
）」（
表
紙
）
４１
【
目
録
】（
ナ
シ
）
【
現
蔵
】
『
四
種
曼
荼
羅
義
見
聞
集
』
１
冊
（
６
箱
１３
）
延
享
五
（
一
七
四
八
）
年
写
。
〈
奥
書
〉
従
元
文
第
戊
午
七
月
廿
一
日
至
于
廿
八
日
於
難
波
南
霊
講
之
予
／
帰
国
後
於
臨
江
山
合
之
次
自
延
享
五
戊
辰
春
二
月
十
七
日
至
／
同
廿
三
日
予
復
講
演
焉
其
砌
筆
記
之
了
瑜
伽
乗
沙
門
実
道
〈
墨
書
〉「
実
道
」（
表
紙
）
４２
【
目
録
】（
ナ
シ
）
【
現
蔵
】
『
自
宗
行
法
秘
口
決
』
１
冊
（
２５
棚
４４
）
原 卓 志
―２０８―
『
顕
密
書
籍
目
録
』
覚
幢
書
写
部
分
の
著
録
数
現
蔵
の
可
能
性
の
あ
る
文
献
数
儒
書
部
１１
３
仏
書
３６
〈
１
〉
１９
写
本
之
目
録
２４
〈
１
〉
６
計
７１
〈
２
〉
２８
【
表
注
】〈
〉
内
は
覚
幢
書
写
部
分
に
重
複
し
て
著
録
さ
れ
る
文
献
数
で
外
数
。
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
写
。
〈
奥
書
〉
寛
延
第
二
己
巳
天
十
二
月
廿
八
日
依
于
／
不
思
議
之
感
得
而
乍
病
中
卒
書
写
之
畢
／
金
剛
秘
密
乗
沙
門
阿
州
城
南
実
道
〈
墨
書
〉「
実
道
」（
表
紙
）
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
実
道
は
延
享
元
年
十
二
月
に
、
そ
れ
ま
で
実
道
自
身
が
書
写
し
た
り
、
入
手
し
て
所
持
し
て
い
た
文
献
に
つ
い
て
の
目
録
を
作
成
し
た
。
こ
の
目
録
は
、
例
４０
の
現
蔵
本
『
真
言
律
ニ
就
テ
淨
厳
』（
２３
棚
４４
）
を
除
い
て
、
ほ
か
の
現
蔵
本
の
著
録
が
漏
れ
な
く
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
延
享
元
年
十
二
月
の
時
点
で
所
持
し
て
い
た
文
献
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
網
羅
し
た
目
録
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
目
録
』
の
墨
書
「
延
享
元
甲
子
暦
冬
十
二
月
二
日
於
阿
国
城
南
臨
江
山
地
蔵
寺
／
会
下
改
焉
了
」
は
、
こ
の
段
階
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
実
道
の
『
目
録
』
作
成
は
そ
れ
で
終
わ
っ
た
の
で
は
な
く
、
延
享
二
年
以
降
に
書
写
し
た
り
、
入
手
し
た
文
献
に
つ
い
て
も
書
き
加
え
続
け
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
目
録
』
の
補
訂
は
延
享
四
年
書
写
・
入
手
本
に
つ
い
て
の
書
き
加
え
が
最
後
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
延
享
五
年
（
寛
延
元
年
）・
寛
延
二
年
に
書
写
・
入
手
し
た
文
献
の
書
き
加
え
を
果
た
す
こ
と
な
く
、
寛
延
三
年
四
月
十
五
日
に
遷
化
す
る
の
で
あ
る
。
例
４２
に
掲
げ
た
現
蔵
本
『
自
宗
行
法
秘
口
決
』
の
奥
書
に
あ
る
よ
う
に
、
寛
延
二
年
の
暮
れ
に
は
病
を
得
て
お
り
、
す
で
に
『
目
録
』
を
補
訂
す
る
だ
け
の
余
力
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
の
ほ
か
、
書
写
年
代
・
入
手
年
代
の
不
明
な
現
蔵
本
で
、『
目
録
』
に
著
録
さ
れ
な
い
五
点
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
延
享
五
年
か
ら
実
道
遷
化
の
寛
延
二
年
四
月
ま
で
に
書
写
・
入
手
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
二
覚
幢
書
写
部
分
の
考
察

全
体
の
構
成
と
著
録
点
数
お
よ
び
現
蔵
本
と
の
対
応
覚
幢
の
書
写
部
分
は
、「
儒
書
部
」「
仏
書
」「
写
本
之
目
録
」
の
三
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
「
儒
書
部
」
は
１７
丁
オ
モ
テ
の
一
行
目
に
「
儒
書
部
」
と
記
さ
れ
、
二
行
目
か
ら
文
献
名
が
記
さ
れ
る
。「
仏
書
」
は
１８
丁
オ
モ
テ
の
右
欄
外
に
「
仏
書
」
と
記
さ
れ
、
一
行
目
か
ら
文
献
名
が
記
さ
れ
る
。
１９
丁
オ
モ
テ
は
白
紙
で
、
１９
丁
ウ
ラ
の
上
段
に
は
仏
書
の
三
つ
の
文
献
名
が
記
さ
れ
、
下
段
一
行
目
に
「
写
本
之
目
録
」
と
記
さ
れ
る
。
写
本
文
献
の
名
前
は
、
以
下
２０
丁
ウ
ラ
ま
で
下
段
に
記
さ
れ
、
上
段
に
は
記
さ
れ
な
い
。
覚
幢
は
、
実
道
の
書
写
し
所
持
し
て
い
た
『
顕
密
書
籍
目
録
』
に
続
け
て
目
録
の
書
写
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
道
が
書
写
し
所
持
し
て
い
た
文
献
の
目
録
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
実
道
書
写
部
分
を
補
訂
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
覚
幢
書
写
部
分
に
著
録
さ
れ
る
文
献
を
実
道
書
写
部
分
に
著
録
さ
れ
る
文
献
と
対
照
さ
せ
る
と
、
実
道
書
写
部
分
と
の
重
複
が
二
七
点
（「
儒
書
部
」
四
点
、「
仏
書
」
一
四
点
、「
写
本
之
目
録
」
九
点
）
に
及
ぶ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
実
道
書
写
部
分
に
著
録
さ
れ
ず
、
現
蔵
さ
れ
て
い
る
実
道
書
写
・
所
持
本
（
延
享
五
年
・
寛
延
二
年
に
書
写
・
入
手
し
た
も
の
）
を
拾
い
上
げ
て
著
録
し
た
形
跡
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
実
態
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
実
道
の
書
写
部
分
と
は
全
く
別
の
目
録
と
し
て
書
写
（
編
集
）
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
現
蔵
さ
れ
る
実
道
の
書
写
・
所
持
本
を
対
象
か
ら
除
外
し
て
、
現
蔵
さ
れ
る
文
献
の
中
か
ら
覚
幢
書
写
部
分
に
著
録
さ
れ
た
文
献
に
当
た
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
拾
い
上
げ
、
そ
の
数
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

覚
幢
書
写
部
分
に
著
録
さ
れ
た
文
献
の
特
徴
覚
幢
書
写
部
分
の
「
写
本
之
目
録
」
に
著
録
さ
れ
る
文
献
二
四
点
の
う
ち
、
現
蔵
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
文
献
は
六
点
で
あ
る
。
そ
の
六
点
は
す
べ
て
観
林
が
書
写
し
た
り
、
所
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
（【
目
録
】
の
下
に
掲
げ
た
数
字
は
、
覚
幢
書
写
部
分
に
著
録
さ
れ
た
文
献
の
通
し
番
号
）。
４３
【
目
録
】
５１
天
台
四
教
位
次
類
聚
一
（
写
本
之
目
録
１９
ウ
）
【
現
蔵
】
『
天
台
四
教
位
次
類
聚
』
１
冊
（
８
棚
９
）
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
写
〈
奥
書
〉
寛
延
三
龍
次
庚
午
九
月
上
旬
／
妙
瑞
律
師
法
花
講
演
聴
聞
之
砌
／
於
旅
宿
写
之
金
剛
資
観
林
臨江山地蔵寺蔵『顕密書籍目録』について
―２０９―
〈
朱
書
〉「
観
林
」（
表
紙
）
４４
【
目
録
】
６２
西
谷
名
目
玄
譚
一
（
写
本
之
目
録
２０
オ
）
【
現
蔵
】
『
西
谷
名
目
玄
譚
』
１
冊
（
４
箱
１３
）
江
戸
時
代
写
〈
奥
書
〉（
ナ
シ
）
〈
墨
書
〉「
観
林
」（
表
紙
）
４５
【
目
録
】
５２
般
若
理
趣
経
純
秘
鈔
合
本
一
（
写
本
之
目
録
１９
ウ
）
【
現
蔵
】
『
般
若
理
趣
経
純
秘
鈔
』
１
冊
（
７
棚
２０
）
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
写
〈
奥
書
〉

于
時
延
享
四
丁
卯
之
六
月
十
日
覚
幢
／
書
写
焉

于
時
延
享
四
丁
卯
之
天
六
月
中
旬
覚
幢
／
書
写

于
時
延
享
第
四
丁
卯
之
天
六
月
下
旬
臨
江
山
／
覚
幢
／
書
写
焉
〈
墨
書
〉「
阿
州
答
島
／
地
蔵
寺
蔵
本
」（
後
見
返
）
「
臨
江
山
蔵
本
」（
後
表
紙
）
「
観
林
」（
扉
題
傍
）
例
４３
の
現
蔵
本
『
天
台
四
教
位
次
類
聚
』
は
、
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
に
観
林
が
妙
瑞
の
法
華
講
演
を
聴
聞
し
た
際
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
例
４４
の
『
西
谷
名
目
玄
譚
』
は
、
表
紙
の
墨
書
か
ら
観
林
が
所
持
し
た
文
献
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。例
４５
の『
般
若
理
趣
経
純
秘
鈔
』
の
奥
書
と
墨
書
か
ら
は
、
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
に
覚
幢
が
書
写
し
た
本
を
、
観
林
が
所
持
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
目
録
』
を
書
写
し
た
覚
幢
の
名
前
が
見
え
る
の
は
、
こ
の
例
４５
の
一
点
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
蔵
文
献
の
観
林
書
写
・
所
持
本
が
『
目
録
』
の
覚
幢
書
写
部
分
に
著
録
さ
れ
た
文
献
に
当
た
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
覚
幢
は
観
林
の
書
写
・
所
持
本
を
中
心
に
著
録
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
方
、「
儒
書
部
」「
仏
書
」
に
著
録
さ
れ
る
文
献
は
四
七
点
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
現
蔵
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
文
献
は
二
二
点
を
数
え
る
。
所
持
者
を
示
す
墨
書
等
の
見
ら
れ
る
文
献
は
一
四
点
で
あ
る
。
各
文
献
に
記
さ
れ
た
所
持
者
名
を
多
い
順
に
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る（
注
１３
）
。
六
点
観
林
二
点
恭
雄
一
点
慧
空
義
鳳
義
雄
慶
鑁
堅
親
宥
昶
隆
皎
観
林
の
名
前
を
記
し
た
文
献
が
、
そ
の
他
の
人
物
の
名
前
を
記
し
た
文
献
よ
り
も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
覚
幢
の
名
前
が
記
さ
れ
た
文
献
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
特
徴
が
、「
写
本
之
目
録
」
に
著
録
さ
れ
た
文
献
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
儒
書
部
」「
仏
書
」に
も
、
観
林
の
所
持
す
る
文
献
が
著
録
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
実
道
と
観
林
と
の
間
に
文
献
伝
領
の
証
左
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
観
林
の
書
写
・
所
持
本
が
『
目
録
』
の
実
道
書
写
部
分
に
著
録
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
疑
問
を
残
し
て
き
た
。
右
の
よ
う
に
観
林
の
書
写
・
所
持
本
が
覚
幢
書
写
部
分
に
お
け
る
著
録
文
献
の
中
心
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
実
道
書
写
部
分
に
観
林
の
も
の
が
著
録
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
さ
て
こ
こ
で
、
一
つ
の
疑
問
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ
れ
は
、
覚
幢
が
自
分
以
外
の
人
物
で
あ
る
観
林
の
書
写
・
所
持
本
に
つ
い
て
目
録
を
作
成
（
書
写
）
し
た
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
、
実
道
の
作
成
し
た
目
録
の
余
白
部
分
と
も
言
え
る
後
半
部
分
を
利
用
し
て
作
成
（
書
写
）
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
も
し
、
実
道
書
写
部
分
の
補
訂
が
目
的
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
余
白
部
分
に
書
写
す
る
こ
と
は
自
然
な
行
為
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
実
道
書
写
部
分
の
補
訂
で
は
な
か
っ
た
。
自
分
以
外
の
人
物
が
書
写
し
、
所
持
し
て
い
る
文
献
の
目
録
を
わ
ざ
わ
ざ
作
成（
書
写
）
す
る
の
は
、
所
持
者
か
ら
目
録
作
成
の
依
頼
を
受
け
た
場
合
か
、
自
分
に
と
っ
て
、
作
成
し
所
持
す
る
だ
け
の
価
値
あ
る
目
録
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
場
合
で
あ
ろ
う
。
依
頼
を
受
け
て
作
成
し
た
り
、
自
分
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の
を
作
成
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
余
白
部
分
な
ど
を
利
用
し
た
り
せ
ず
、
表
紙
を
付
け
、
書
名
を
付
し
た
単
独
の
目
録
と
し
て
作
成
す
る
の
が
自
然
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
対
し
て
、
自
分
が
書
写
し
、
所
持
し
て
い
る
文
献
の
目
録
を
作
成
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
価
値
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
私
的
な
目
録
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
余
白
部
分
を
利
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
も
し
、
覚
幢
と
観
林
が
同
一
人
物
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
他
人
で
あ
る
観
林
の
書
写
・
所
持
す
る
目
録
を
作
成
し
た
の
で
は
な
く
、
覚
幢
自
身
の
目
録
を
作
成
し
た
こ
と
に
な
り
、
実
道
書
写
部
分
の
余
白
を
利
用
し
て
作
成
（
書
写
）
し
た
こ
と
の
理
由
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
覚
幢
と
観
林
の
筆
跡
調
査
に
よ
る
検
証
が
残
さ
れ
る
が
、
今
は
、
覚
幢
と
観
林
が
同
一
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
、
覚
幢
書
写
部
分
は
、
覚
幢
（
観
林
）
の
書
写
し
た
り
、
所
持
し
て
い
る
文
献
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、
覚
幢
（
観
林
）
自
身
の
私
的
な
目
録
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
な
お
、
例
４４
に
引
用
し
た
『
般
若
理
趣
経
純
秘
鈔
』
に
見
ら
れ
る
覚
幢
の
書
写
奥
書
と
、
観
林
の
墨
書
は
、
覚
幢
と
観
林
が
同
一
人
物
で
あ
っ
た
と
す
る
仮
定
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
原 卓 志
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現
蔵
さ
れ
る
覚
幢
（
観
林
）
書
写
・
所
持
本
と
著
録
本
覚
幢
の
名
前
が
記
さ
れ
て
、
覚
幢
の
書
写
・
所
持
が
明
確
な
文
献
は
、『
顕
密
書
籍
目
録
』
を
除
い
て
四
点
（
例
４４
『
般
若
理
趣
経
純
秘
鈔
』
を
含
む
）
が
地
蔵
寺
に
現
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
観
林
の
名
前
が
記
さ
れ
て
、
観
林
の
書
写
・
所
持
が
明
確
な
文
献
は
、
二
二
点
（
例
４４
『
般
若
理
趣
経
純
秘
鈔
』
を
含
む
）
が
現
蔵
さ
れ
て
い
る
。『
目
録
』
後
半
部
分
に
覚
幢
（
観
林
）
が
自
分
自
身
の
書
写
し
た
り
、
所
持
し
て
い
る
文
献
を
著
録
し
た
と
す
れ
ば
、
実
道
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、そ
れ
ら
の
現
蔵
本
の
多
く
が
著
録
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。し
か
し
、
そ
れ
ら
を
照
合
し
て
み
る
と
、
覚
幢
の
名
前
が
記
さ
れ
た
文
献
で
『
目
録
』
に
著
録
さ
れ
る
の
は
例
４４
の
『
般
若
理
趣
経
純
秘
鈔
』
の
み
で
、
残
る
三
点
は
著
録
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
観
林
の
名
前
が
記
さ
れ
た
文
献
で
は
、
七
点
の
文
献
が
著
録
さ
れ
な
い
。
両
者
を
あ
わ
せ
て
二
五
点
の
現
蔵
本
の
う
ち
、
一
五
点
が
著
録
さ
れ
、
一
〇
点
が
著
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
著
録
率
は
六
割
に
止
ま
る
。
こ
れ
は
、
実
道
書
写
部
分
に
お
け
る
現
蔵
本
の
著
録
率
八
割
七
分
超（
延
享
二
年
以
降
の
書
き
足
し
を
含
め
る
）
に
比
す
れ
ば
、
決
し
て
高
い
数
値
で
は
な
い
。
最
初
に
触
れ
た
よ
う
に
、『
目
録
』
の
１６
丁
オ
モ
テ
に
は
「
宝
暦
二
申
天
二
月
廿
八
日
阿
国
（
？
）
城
南
答
島
地
蔵
寺
会
下
／
密
乗
沙
門
入
海
堂
覚
幢
」
と
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
覚
幢
書
写
部
分
は
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）
年
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
覚
幢
（
観
林
）
が
、
宝
暦
二
年
に
自
分
の
書
写
本
・
所
持
本
の
目
録
を
作
成
（
書
写
）
し
た
と
す
れ
ば
、
宝
暦
二
年
以
前
に
自
ら
書
写
し
た
文
献
は
当
然
著
録
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、『
目
録
』
に
著
録
さ
れ
な
い
文
献
の
う
ち
、
書
写
年
代
の
明
ら
か
な
写
本
に
つ
い
て
見
る
と
、
次
掲
の
よ
う
に
宝
暦
二
年
以
前
に
書
写
さ
れ
た
文
献
が
四
点
見
ら
れ
る
。
４６
【
目
録
】（
ナ
シ
）
【
現
蔵
】
『
因
明
纂
解
四
相
違
別
録
』（
１７
棚
１７
）
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
写
〈
奥
書
〉
依
御
所
望
雖
為
悪
筆
不
顧
他
之
嘲
染
筆
畢
／
于
時
寛
保
二
壬
戌
五
月
上
旬
書
写
之
筆
者
理
春
写
本
ハ
南
山
宜
伝
房
之
本
以
書
之
／
是
歳
延
享
三
丙
寅
天
林
鐘
念
六
日
書
了
「
阿
陽
那
賀
郡
宮
内
邑
薬
師
院
輪
下
観
林
」（
白
消
）
〈
朱
印
〉「
阿
南
答
島
地
蔵
寺
蔵
本
」（
単
郭
方
印
・
陽
刻
、
内
題
下
）
４７
【
目
録
】（
ナ
シ
）
【
現
蔵
】
『
四
度
廿
四
枚
紙
』
１
冊
（
３２
棚
７
）
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
写
〈
奥
書
〉
延
享
第
二
龍
次
乙
丑
閏
十
二
月
四
日
写
集
之
綴
葉
畢
／
阿
南
那
賀
郡
富
岡
庄
蓬
莱
山
大
染
院
主
法
印
典
雄
上
人
延
享
三
□
ノ
天
十
一
月
三
日
書
之
筆
者
観
林
〈
墨
書
〉「
観
林
」（
表
紙
）
４８
【
目
録
】（
ナ
シ
）
【
現
蔵
】
『
二
十
唯
識
論
述
記
私
鈔
』
１
冊
（
３０
棚
７
）
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
写
〈
奥
書
〉
元
文
二
丁
巳
天
従
八
月
十
五
日
至
九
月
十
日
講
唯
識
廿
論
／
述
記
因
抄
出
于
引
文
二
巻
妙
瑞
寛
延
三
午
之
天
八
月
下
旬
写
了
沙
門
覚
幢
〈
朱
印
〉「
阿
南
答
島
地
蔵
寺
蔵
本
」（
単
郭
方
印
・
陽
刻
、
内
題
下
）
４９
【
目
録
】（
ナ
シ
）
【
現
蔵
】
『
慧
給
記
自
考
』
１
冊
（
１２
棚
２２
）
寛
延
四
（
一
七
五
一
）
年
写
〈
奥
書
〉
寛
延
四
辛
未
年
三
月
十
八
日
於
江
戸
穴
八
幡
放
生
寺
／
艸
之
爲
前
講
一
助
少
勘
之
沙
門
妙
瑞
寛
延
第
四
稔
掛
錫
於
武
洲
江
戸
牛
込
穴
八
幡
於
／
生
密
閣
之
会
下
聴
聞
法
華
之
日
求
本
書
於
能
化
妙
瑞
和
尚
謹
書
写
之
以
備
再
見
一
助
而
已
／
歳
次
辛
未
閏
六
月
吉
旦
阿
洲
沙
門
仏
化
子
観
林
こ
れ
ら
の
書
写
本
が
著
録
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、覚
幢
の
墨
書「
宝
暦
二
年
」
の
あ
ら
わ
す
意
味
は
、
宝
暦
二
年
に
目
録
の
作
成
が
終
了
し
た
の
で
は
な
く
、
実
道
の『
目
録
』
を
入
手
し
た
年
を
示
す
か
、
自
ら
の
所
持
本
目
録
の
編
集
を
開
始
し
た
年
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
覚
幢
の
書
写
本
は
、
宝
暦
二
年
の
本
書
を
最
後
に
し
て
、
そ
れ
以
降
に
書
写
し
た
文
献
は
現
蔵
さ
れ
ず
、
観
林
の
書
写
本
も
寛
延
四
年
の
例
４９
に
掲
げ
た
文
献
以
降
の
も
の
は
現
蔵
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
宝
暦
二
年
に
覚
幢
（
観
林
）
は
、
実
道
の
書
写
・
所
持
本
目
録
を
得
て
影
響
を
受
け
、
自
ら
も
ま
た
自
身
の
書
写
・
所
持
本
目
録
の
作
成
を
思
い
立
ち
、
余
白
部
分
を
利
用
し
て
目
録
の
作
成
に
取
り
か
か
っ
た
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
事
情
で
（
あ
る
い
は
覚
幢
の
入
寂
に
よ
っ
て
）、
そ
の
目
録
も
未
完
の
ま
ま
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
臨江山地蔵寺蔵『顕密書籍目録』について
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むす
び
『
顕
密
書
籍
目
録
』
書
写
（
編
集
）
の
意
図
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、『
目
録
』
に
著
録
さ
れ
た
文
献
と
地
蔵
寺
に
現
蔵
さ
れ
る
文
献
と
を
対
照
さ
せ
て
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
『
目
録
』
の
実
道
書
写
部
分
に
つ
い
て
も
、
覚
幢
書
写
部
分
に
つ
い
て
も
、
実
道
・
覚
幢
の
そ
れ
ぞ
れ
が
書
写
し
た
り
、
所
持
し
て
い
る
文
献
の
目
録
作
成
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
実
道
・
覚
幢
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
目
録
は
、
未
完
の
ま
ま
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
実
道
の
目
録
は
、
延
享
元（
一
七
四
四
）年
ま
で
の
書
写
・
所
持
本
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
次
い
で
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
こ
ろ
ま
で
の
書
写
・
所
持
本
に
つ
い
て
は
、
追
加
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。残
念
な
こ
と
に
、『
目
録
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
文
献
の
多
く
が
散
逸
し
、
実
道
の
書
写
・
所
持
が
明
ら
か
な
文
献
で
現
蔵
さ
れ
る
の
は
、
著
録
文
献
の
二
割
五
分
に
過
ぎ
な
い
状
況
で
あ
る
。
覚
幢
（
観
林
）
の
書
写
・
所
持
本
の
多
く
も
散
逸
し
た
と
思
わ
れ
る
。
実
道
や
覚
幢
（
観
林
）
と
い
う
近
世
の
地
方
寺
院
で
活
動
し
た
僧
侶
一
人
ひ
と
り
の
学
習
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
本
人
が
書
写
し
た
り
、
所
持
し
て
い
た
文
献
で
、
現
代
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
現
蔵
本
は
、
研
究
資
料
と
し
て
大
い
に
活
用
さ
れ
る
べ
き
価
値
あ
る
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
僅
か
に
残
さ
れ
た
現
蔵
本
だ
け
を
資
料
と
し
て
い
た
の
で
は
、
各
人
の
学
習
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
の
全
容
を
描
き
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
個
人
の
書
写
・
所
持
し
た
文
献
を
著
録
し
た
こ
の
『
顕
密
書
籍
目
録
』
は
、
未
完
で
あ
る
と
い
う
弱
点
を
有
す
る
と
は
い
う
も
の
の
、
現
蔵
本
で
は
捉
え
き
れ
な
い
僧
侶
個
人
の
学
習
総
体
を
俯
瞰
す
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、
僧
侶
の
素
性
や
僧
侶
間
の
関
係
に
つ
い
て
、
直
接
的
な
証
拠
の
乏
し
い
中
で
推
論
を
重
ね
、
仮
定
の
上
に
論
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
文
献
の
発
見
と
と
も
に
、
散
逸
し
た
文
献
の
発
見
を
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
近
世
の
地
方
寺
院
で
活
動
し
た
僧
侶
の
学
習
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
資
料
開
発
を
目
指
し
て
、
周
辺
諸
寺
院
に
蔵
さ
れ
る
文
献
に
調
査
の
網
を
広
げ
て
い
き
た
い
。
注
（
注
１
）
筆
者
が
調
査
時
に
整
理
し
、
現
在
は
「
５
箱
１７
」
と
い
う
整
理
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
著
録
さ
れ
る
文
献
名
は
一
行
の
上
下
二
段
に
書
写
さ
れ
る
。
３
丁
オ
モ
テ
か
ら
は
、
墨
界
線
に
よ
っ
て
上
下
二
段
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
（
注
２
）
地
蔵
寺
に
は
実
道
の
位
牌
が
伝
存
さ
れ
る
。
牌
身
に
は
「
贈
権
大
僧
都
実
道
法
印
不
生
位
」、
裏
面
に
「
寛
延
三
庚
午
年
／
四
月
十
五
日
／
師
者
当
院
豁
道
法
印
之
／
嫡
弟
事
教
之
達
人
也
不
孝
／
短
命
而
遷
化
俗
齢
三
十
有
五
」
と
あ
る
。
覚
幢
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
（
注
３
）
隆
皎
が
地
蔵
寺
の
第
十
三
世
で
あ
る
こ
と
は
、
安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
に
智
翁
が
入
手
し
た
銘
板
に
記
さ
れ
た
代
々
住
職
に
よ
る
。
た
だ
し
、
地
蔵
寺
に
伝
存
さ
れ
る
隆
皎
の
位
牌
に
は
「
権
大
僧
都
法
印
隆
皎
不
生
位
」「
文
政
十
丁
亥
（
一
八
二
七
）
年
十
月
朔
日
寂
／
当
院
第
十
五
世
兼
高
野
山
不
動
院
一
代
仮
名
頼
恭
房
」
と
あ
る
。
（
注
４
）
地
蔵
寺
に
は
『
書
籍
目
録
』（
６
棚
１
）
と
題
さ
れ
る
江
戸
時
代
末
期
の
書
写
と
見
ら
れ
る
文
献
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
千
字
文
が
付
け
ら
れ
た
函
ご
と
に
収
め
ら
れ
た
文
献
を
著
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
写
本
に
つ
い
て
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。
別
筆
で
後
に
書
き
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
部
分
で
も
、「
聴
書
生
」「
聴
書
水
」
の
よ
う
に
一
括
し
て
「
生
函
」「
水
函
」
に
聞
書
き
類
が
収
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
の
み
で
、
個
々
の
文
献
名
を
著
録
し
な
い
。
な
お
、
実
道
書
写
部
分
で
も
、
覚
幢
書
写
部
分
で
も
、
写
本
個
々
の
名
前
は
著
録
す
る
が
、
写
本
の
内
部
で
そ
れ
ら
を
分
類
す
る
こ
と
は
な
い
。
（
注
５
）
妙
瑞
は
江
戸
時
代
の
学
僧
で
あ
る
。『
密
教
大
辞
典
』（
法
蔵
館
）
に
よ
れ
ば
、「
師
顕
密
の
学
に
精
通
し
、
事
教
の
蘊
奥
を
極
め
、
開
講
摂
化
の
事
蹟
枚
挙
に
遑
あ
ら
ず
、
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
十
二
月
五
日
寂
す
」
と
さ
れ
る
。
（
注
６
）
隆
皎
に
つ
い
て
は
（
注
３
）
参
照
。
実
道
の
所
持
し
て
い
た
も
の
が
隆
皎
に
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
文
献
に
は
『〔
光
明
真
言
〕
照
闇
鈔
纂
霊
記
』（
６
棚
１１
、
１８
棚
１７
、
４４
棚
６
）、『
華
厳
問
答
』（
１４
棚
１２
）
が
あ
る
。『〔
光
明
真
言
〕
照
闇
鈔
纂
霊
記
』
に
は
表
紙
に
「
如
蓮
実
道
」（
朱
書
）
と
「
共
六
巻
／
臨
江
山
蔵
本
／
隆
皎
」（
墨
書
）
が
あ
り
、『
華
厳
問
答
』
に
は
最
終
丁
に
「
此
二
巻
延
享
二
年
二
月
中
旬
於
京
都
捜
玄
記
聴
聞
之
節
求
之
／
阿
陽
神
通
乗
蒭
実
道
」
と
墨
書
さ
れ
る
ほ
か
、
表
紙
に
「
隆
皎
」
の
墨
書
が
あ
る
。
（
注
７
）
一
点
の
文
献
に
複
数
人
の
名
前
が
記
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
点
の
文
献
に
記
さ
れ
た
も
の
と
し
て
数
え
た
。
（
注
８
）
宥
深
に
つ
い
て
の
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。
（
注
９
）
義
範
房
栄
長
に
つ
い
て
の
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。
原 卓 志
―２１２―
（
注
１０
）
豁
賢
に
つ
い
て
の
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。
（
注
１１
）
恭
雄
は
地
蔵
寺
第
六
世
で
、
位
牌
に
は
「
阿
遮
梨
恭
雄
不
生
位
」「
安
永
二
癸
巳
（
一
七
七
三
）
天
六
月
廿
五
日
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
月
牌
廻
向
霊
名
簿
』（
４
箱
２
）
に
よ
れ
ば
父
は
野
村
幸
兵
衛
と
あ
る
。
（
注
１２
）
観
林
に
つ
い
て
も
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
が
、
観
林
の
写
本
と
し
て
寛
保
二
（
一
七
四
二
）
年
書
写
『
十
二
運
図
解
』（
９
棚
３３
）、
寛
延
四
（
一
七
五
一
）
年
書
写
『
慧
給
記
自
考
』（
１２
棚
２２
）
が
現
蔵
さ
れ
て
お
り
、
観
林
の
活
動
時
期
と
実
道
の
活
動
時
期
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
書
写
『
因
明
纂
解
四
相
違
別
録
』（
１７
棚
１７
）、
同
年
書
写
『
因
明
纂
解
講
輯
』（
１８
棚
８
）
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
、
那
賀
郡
宮
内
村
「
経
尾
山
薬
師
院
」
に
止
住
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
観
林
の
書
写
・
所
持
本
が
地
蔵
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
に
は
地
蔵
寺
に
住
む
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
地
蔵
寺
に
は
観
林
の
位
牌
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
、「
経
尾
山
薬
師
院
」
は
、
現
在
の
八
鉾
寺
（
阿
南
市
長
生
町
宮
内
）
に
当
た
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、『
阿
南
市
史
』
第
四
巻
（
平
成
十
九
年
十
二
月
・
阿
南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
）に
よ
る
と
、
八
鉾
寺
は「
経
王
山
不
動
院
」
と
な
っ
て
お
り
、
院
号
が
異
な
っ
て
い
る
。
『
因
明
纂
解
四
相
違
別
録
』
…
例
４６
参
照
。
『
因
明
纂
解
講
輯
』
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
写
。
〈
奥
書
〉

延
享
三
丙
寅
天
六
月
上
旬
書
之
沙
門
観
林
（
巻
中
末
）

延
享
三
丙
寅
稔
林
鐘
中
旬
日
「
経
尾
山
薬
師
院
会
下
筆
者
観
林
」（
白
消
）（
巻
下
末
）
（
注
１３
）（
注
７
）
と
同
様
に
算
出
し
た
。
【
附
記
】
本
稿
は
、
平
成
二
十
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
一
般
））「
国
語
史
資
料
・
学
習
史
資
料
開
発
の
た
め
の
近
世
地
方
寺
院
伝
存
文
献
の
調
査
研
究
」（
研
究
代
表
者
、
原
卓
志
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
臨
江
山
地
蔵
寺
住
職
、
米
田
戒
栄
様
に
は
、
貴
重
な
文
献
の
調
査
を
お
許
し
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
に
御
厚
情
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
臨江山地蔵寺蔵『顕密書籍目録』について
―２１３―
Rinkozan−Jizoji temple owns a manuscript titled “Kenmitu Shojaku Mokuroku”, which was transcribed
in the Edo period. The manuscript is a catalogue of literature written by two Buddhist monks : Jitsudo
wrote the first half while the latter half of the manuscript was written by Kakudo.
In this article, the author revealed that the book is a private catalogue listing literature which Jitsudo
and Kakudo personally copied or owned, by comparing the catalogue with the literature currently owned
by Jizoji Temple. The author argued that the manuscript, though not completed, serves as a valuable
source to understand the learning of Buddhist monks during the Edo period.
A Study on “Kenmitsu Shojaku Mokuroku” owned by Rinkozan−Jizoji Temple
HARA Takuji
―２１４―
